8-2-8　職業倫理啓発委員会
1. 

主な活動の記録

(1) 職業倫理啓発委員会の発足
外部から指摘されている問題等をはじめとして、倫理綱領に抵触する懸念がある諸問題について体系的に抽出を行い、それらの職業倫理問題への見解と対処の方針、及び実践を促す協会の制度(アクションプラン)を検討することを目的に、平成18年12月に委員会が発足した。
[image: image1.wmf] 

�@

 

問題の所在の確認
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確認された問題の要因と見解の整理
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（仮称）

建設コンサルタントの職業倫理に対する

 

宣言のとりまとめ
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啓蒙活動
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制度の検討

（アクションプラン）
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なお、検討の結果は「（仮称）建設コンサルタントの職業倫理に対する宣言」としてとりまとめ、職業倫理問題を内部から啓発し、あらためて協会員に「職業倫理」の保持と遵守を強く求めるとともに外部にも「職業倫理」への見解を明らかにする予定である。

(2) 委員会の記録

a) 第1回委員会（平成18年12月12日）

職業倫理啓発委員会を立ち上げるに当たって、総務部会のからの説明を受け、委員長、副委員長を選出した。
b) 第2回委員会（平成19年1月19日）

行動計画を審議し、委員会の検討内容及び行動日程、委員の役割分担を決定した。

c) 第3回委員会（平成19年2月23日）

各委員が分担して調査した、問題の所在の確認を行なうとともに、5月に行う中間報告の記述内容を審議した。
d) 第4回委員会（平成19年3月20日）

抽出した7つの職業倫理問題に対する、確認・構造・要因・見解・今後の課題について審議した。
(3) 今後の予定

本年度は、中間報告のそれぞれの担当について記述を進める。

2. 次年度の活動について

これまでの検討結果を中間的に取りまとめ、複雑かつ微妙な問題を内包していることからこの段階での協会内部の意見を求めることを目的に平成19年5月に中間報告を予定している。

その後、協会内部の意見を踏まえ、平成19年10月を目途に最終報告を行う予定である。

検討手順を以下に示す。

（職業倫理啓発委員会委員長　高野　悦也）













